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抄録 : 本研究では、現職者研修「絵本環境を見直そう」を実施した4つの保育所について、質問紙のテキストマイニング分析
より、絵本環境を捉える視点とその困難さを明らかにした。その結果、（1）保育者組織としての絵本観の共有の必要性
（2）環境構成の視点の多様性（3）「絵本」を共通メディアとして活用する対話型研修の可能性の3点から、現職者研修におけ
る「絵本」を活用した対話型研修の意義が明らかとなった。
（別刷請求先 : 矢野景子）
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緒言
保育所保育指針や幼稚園教育要領の領域「言葉」のねら
いに「日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、
絵本や物語などに親しみ、保育士等や友達と心を通わせる」
とあるように、保育環境に絵本が用意され、活用されて
いることは周知のことである。また、絵本選定について、
金子・北野（2010）は、保育者が主に「季節」「年齢」を読み
聞かせをする際の絵本選択の基準にしていることを明らか
にし、絵本の教育的効果について示唆している。環境構成
の技術については、高山（2013）が、環境構成技術において、
①生活の用品や玩具等子どもが用いる物を選択する技術、
②空間を構成する技術、③日課を展開する技術、④自らを
人的環境として活用する技術の4点を挙げているように、
日々の保育の営みのなかにおいて、保育者の力量として欠
かすことのできない観点である。しかし、絵本環境の構成
について、保育の営みを振り返る観点としての研究は、
保育環境スケールにおける絵本の活用等の文献があるもの
の、現職者研修の検討においては管見の限り皆無である。
現職者研修において、専門性を高める取り組みが重視さ
れるとともに、その研修を通して、ニーズを明確にし、弱み
や強みを整理し、実践の改善を促すことが目指されている
（OECD, 2015）。国内においても保育士研修の運用の調査や
園が抱える問題についての調査（ベネッセ教育総合研究所 , 
2012）が行われ、保育士の質向上の仕組みが急がれている。
一方で、研修の体制だけでなく、専門性向上のための人材
育成においては、研修の質の課題もある。協働性を活かし
ながら、実践の改善を促す研修の内容を検討する必要性が
ある。養成校での育成の検討（和田 , 2013）と同時に、現場で
のOJTの育成の検討（音山 , 2013）が課題であるといえよう。
さらに、現職者研修において、環境構成技術を向上させ
続けるための仕組みづくりの検討において、研修のニーズ
（受講者の目的）と実態把握は必須であると考える。また、
限られた時間の中で効果的な研修を実施するためにも研修
後のモニタリングの視点は重要である。
本研究では、東京都社会福祉協議会が実施している来園
講師事業において、筆者が研修「絵本環境を見直そう」を実
施した4園について、その取組みとアンケート調査より、
保育園における絵本環境を捉える視点とその困難さを明ら
かにし、絵本を活用した現職者研修の対話型研修の意義を
検討した。
研修について
東京都社会福祉協議会保育講師来園研修事業（2016（平成
28）年度より「登録講師派遣事業」に名称・システム変更）の
流れは、①研修計画と内容の提出、②東京都社会福祉協議会
を通して希望施設から依頼、③電話にてヒアリング（研修内
容の検討と調整）、④研修実施、⑤報告書の提出である。
研修内容は「絵本の選定」・「絵本と保育環境」・「子ども
と絵本」を軸にし、表1の「研修の構造」に示す通り、講師
（筆者）をファシリテーターとした対話型研修である。
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研究方法
1．研究対象と方法
東京都福祉協議会・来園講師事業において「絵本環境を
見直そう」の研修を実施した4園（表2）を対象とした。
質問紙（表3）記入においては、研修後の感想を含み、
研修後に記入を促したが、本研究調査については、研究倫
理より、研究に同意されたものを使用した。
研修の進め方は、各園の研修実施前に園長から電話にて
研修の目的をヒアリングし、研修デザインを計画、実施した。
表1．研修の構造
研修の流れ（120）＝分 受講者の活動
ブックトーク（15） 事前に好きな絵本を１冊持参していただき、絵本について語りながら自己紹介
ワールドカフェ（10） 各グループを回り、その絵本についてコメントをつける
パワーポイント資料をもとに講義（20） 保育における絵本環境を見直す意義について理解する。
ビデオカンファレンス（50）
　事前に各園に5分～10分の映像撮影を依頼し、
その映像を基にカンファレンスを実施
①映像を視聴しながら感じたことや気づきを付箋に記入
②各グループにて、どのようなことに気付いたかを整理する。（グルーピング）
③ワールドカフェの形式で、各グループを回り、模造紙にコメントを記入する。
④映像の場面について、担当している保育士が保育の場面や今の悩みを語る
⑤各グループの付箋から、解決につながる付箋を探す。
⑥保育環境の見直しの優先度、緊急度を整理する。
まとめ（10）
　①研修内容の解説
　② 各園の絵本環境について、何が課題になっ
ているのか、研修で見えてきたことの整理
　③他園の工夫の紹介など
研修のまとめを聞く。
リフレクションシート（質問紙）記入（5） 感想を含め、絵本に関する環境について質問紙に回答する。
表2．研究対象
　 　 研修実施日
研修参
加人数
アンケ トー
回収数
有効 
回答率
A保育園 東京23区内
（世田谷）
2014.11.21 15 15 100%
B保育園 東京都市部
（綾瀬市）
2014.10.9 15 15 100%
C保育園 東京23区内
（世田谷）
2015.9.16 44 34 77%
D保育園 東京都市部
（小平市）
2015.11.25 20 19 95%
　 　 　 94 83 88%
表3．質問紙
絵本環境についてのアンケート
1．保育士としての勤務年数　（　　　）年
2．担当のクラス　　　　（　　　　）歳児　　/ 　その他（　　　　　　　　　　）
3．環境構成において、絵本環境を普段どの程度気にしていますか？
　　　　　　１・・・・・・・・・・２・・・・・・・・３・・・・・・・・４・・・・・・・・５
ほとんど気にしていない　　どちらかというと　　まあ気にしている　　気にしている　　大変気にしている
　　　　　　　　　　　気にしていない
4．３について、具体的にお聞かせください。
5．絵本選定の際、大事にされていることは何ですか？具体的にお聞かせください。
6．絵本環境を整えることのむずかしさ（現状）について、具体的にお書きください。
7．３で選んだ番号が、より右側になるためには、どのようなことが必要だと思いますか？
　　（５を選んだ方は、さらに良くなるためには・・の視点からお書きください）
8．この講義を受けて、考えたこと、気づいたこと、感想をお書きください。
9． 子どもと絵本環境の今後の発展に向けて、アンケートの内容を個人が特定されないよう配慮した上で、 
研究（子どもと絵本の環境について）に活用させてください。
　　　許可　/ 許可しない
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2．受講者の経験年数
表4に示す通り、受講者の保育士としての経験年数は
7年以下（60.2%）、8年以上（39.8%）であった。また、表5
示す通り、各園の平均経験年数は、5年～8年であり、比較
的経験年数が浅い保育士が多い園が研修を受けていた。
3．担当クラスの状況
受講者の担当クラスは、図1に示す通り、0, 1, 2歳担当者
が62.7%であり、担当クラス、及び保育形態は多様であっ
たことが明らかとなった。
4．分析
質問紙調査の集計およびテキストマイニング分析を使
用した。テキストマイニング分析の方法としては、テキス
トマイニングのためのフリーソフトウェアであるKH 
Coderの共起ネットワーク分析を用いた。共起ネットワー
クとは、テキストの中で用いられた単語をノードとし、単
語と単語の共起性をリンクとするネットワークであり、リ
ンクの強さを Jaccard係数で表している。Jaccard係数 sim
（v, q）とは集合間の類似度であり、式 sim（v, q）＝ | v∩
q | / | v∪q |により定義されている。ただし、v, qはテキス
トにおける2単語の出現頻度である。本研究では、各園の
共起ネットワークと、サブグラフの検出結果を示す。サブ
グラフとは、ノード同士のリンクの強さが強い（Jaccard係
数の値が高い）ノードの集合体（アクター）である。KH 
Coderでは、サブネットワークが自動的に色分けして表示
される。
結果
1．絵本環境への関心
図2に示すように、受講者の39名（49.9%）が、「気にして
いる」と回答している。「どちらかというと気にしていない」
については0人であるものの、「大変気にしている」は9名
であり、環境への関心はあるものの、「大変気にしている」
と回答するまでには至らないという消極的な回答の傾向が
特徴であった。また、各園の比較によると、A園－D園と
B園－C園が同傾向のグラフとなり（図3、図4、図5、図6）、
経験年数平均が7年の園では、気にしている割合が高いこ
とが明らかであった。経験年数平均の同じ園同士の傾向を
もとに、今後は、保育士経験年数と絵本関心度についても
検討する必要性があることが示唆された。
2．各園の困難さ
各園の環境構成の困難に着目し、保育者の記述にみる
サブグラフ検出から各園がどのような点に困難を伴ってい
るのかについてテキストマイニング分析（KH-Coder使用）
の結果、絵本と子どもを密接に関連させて捉えている視点は
共通しているものの、各園が異なる困難さをもっていること
が明らかとなった。次にA園、B園、C園、D園の各園による、
抽出語にみられる困難さについてサブグラフ検出を示す。
表4．受講者の経験年数
経験年数　7年 50（人） 60.2%
経験年数　8年以上 33（人） 39.8%
　 83（人） 100.0%
表5．各園の平均経験年数
園 経験年数（平均）
Ａ園 5.1（年）
Ｂ園 7.8（年）
Ｃ園 6.7（年）
Ｄ園 5.0（年）
図1．担当クラス（内訳） 図2．絵本環境への関心度
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A園では、①絵本の数や取り換え時期の難しさ、②子ど
もに応じた絵本環境の設定に難しさを抱えている。A園で
は、絵本の選定と取り換えることの配慮の意識をもってい
るからこそ、これらの観点に問題意識を抱えていることが
うかがえる（図7）。
B園では、①子どもの興味に応じた環境構成と入れ替え
の難しさ、②「子どもが手にする―落ち着く―片づける」と
いった、子どもと絵本の関わりの質を高めるための空間づ
くりと絵本へのアプローチに難しさを感じていることが
ノードの強さから明らかとなった（図8）。
C園（図9）は、①年齢に応じて子どもが絵本をとる環境構
成の難しさ、②年齢に応じて「読む」「聞く」「見る」ための環
図3．絵本環境の関心（A園）
図4．絵本環境の関心（B園）
図5．絵本環境の関心（C園）
図6．絵本環境の関心（D園）
図7．A園の困難さ  
（サブグラフ検出（媒介）Jaccard係数0.2以上）
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境構成の難しさ、③職員の共通理解のための話し合いの時間
がないことに困難さをもっていることが明らかとなった。
さらにD園では、①子どもが絵本をとる環境構成（好き
なもの、感じられるもの）、②落ち着いた空間づくり、に困
難さを感じていることが明らかとなった（図10）。
4園の困難さのテキストマイニング分析より、各園の
絵本環境を捉える視点は多様にあり、「子ども」・「絵本」・
「環境」との抽出語のノードの強さから、各園の絵本環境を
高めるための課題や配慮が異なることがわかった。絵本環
境を見直すという研修のテーマから、各園の問題関心は
「絵本環境」にあることは前提であるものの、分析結果から
は、環境構成の質の向上を目指す優先順位とその視点が異
なっていることも明らかとなった。
3．現職者研修における絵本活用の対話型研修意義
次に、研修後の感想の整理より、表6に示すように9つの
研修の意義と小項目が見いだされた。①対話型アプローチ
による「話し合うこと」の重要性についての気づき、②絵本
の価値について再認識、③絵本選定の意義と可能性につい
ての気づき、④子どもと絵本をつなぐ保育士の役割につい
て再認識、⑤環境構成を「絵本」から見直すことの意欲の
高まりと具体的な方法の新たな視点への気づき、⑥絵本か
ら保育を考えることによる「保育に向かう」意欲の高まり、
⑦異業種間連携についての気づき、⑧発達と絵本環境につ
いての捉え直し、⑨自身の絵本観の捉え直しの9つの意義
からもわかるように、絵本と子どもをテーマにした現職者
研修において、対話型研修の構成と運営により、小項目の
ような具体的な気づきや新しい視点の提示が明らかとな
り、対話型研修の成果は得られたといえよう。このような
共通のメディアとして「絵本」を活用し、絵本との出会い直
しを通して、対話をすることの効果から、同僚性を育みな
がら保育の質を高める媒体として「絵本」が活用できるこ
とも示唆された。
図8．B園の困難さ  
（サブグラフ検出（媒介）Jaccard係数0.2以上）
図9．C園の困難さ  
（サブグラフ検出（媒介）Jaccard係数0.2以上）
図10．D園の困難さ  
（サブグラフ検出（媒介）Jaccard係数0.2以上））
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表6．研修後の感想の整理
1．対話型アプローチによる「話し合うこと」について
（1）  同じ映像でも、観る人によって意見の違いがあることへ
の気づき
（2）  様々な意見を出すことの面白さ
（3）異質性への気づき　絵本観への気づき
（4）意見を出すことの面白さへの気づき
（5）  一人の意見ではなくて、グループワークをして話を進め
ていくことで、一つの映像からも広い視野で考えるいい
機会になったことへの気づき（2名）
（6）  個人個人で少しずつ考えていることが違うので、細かな
設定まで考えていくことが大切で、他クラスの先生の意
見の大切さへの気づき
（7）  グループワークを通した細かな話し合いの実感
（8）  グループプトーク参加の達成感
（9）  多面的な捉え方への気づき
（10） 研修の続きへの期待
（11） 環境を見直すきっかけになったことへの気づき
（12） 担任としてのねらいや思い、他の先生方が感じる思いや
ねらいは違うという事への気づき
（13） 話し合う時間を設けることの必要性への気づき
（14） 話し合いの重要性への気づき
（15） 園全体で考えることへの再確認
2．絵本の価値について
（1）  絵本の価値の再認識（3名）
（2）  絵本の価値と環境構成への再認識
（3）  子ども、保育者両者にとっての絵本の価値への捉え直し
3．絵本選定について
（1）  子どもだけでなく保護者への絵本選定という事も非常
に大切な事であることへの気づき。（2）
（2）  絵本選定を丁寧に行うことへの再認識
4．子どもと絵本をつなぐ保育士の役割について
（1）  みんなで共有して読むことの面白さへの興味
（2）  子どもと絵本の関わりへの興味
（3）  絵本、子ども、保護者とのつながりへの再認識
（4）  子どもの姿、様子の分析からの方向性と話し合いの軸へ
の見通しへの気づき
（5）  子どもたちに必要なことへの再確認
（6）  絵本が子どもたちにもたらす豊かさへの再確認
（7）  自分自身の絵本の存在は幼少期あまりなく、私自身国語
が苦手で大人になり、読解力、想像力が不十分だと感じ
ており、子ども達には沢山読んであげたいという思いを
再認識→絵本との出会い直しを通した絵本観の再構築
（8）  絵本を子どもと一緒に大切に扱うことへの再認識
（9）  子ども同士の絵本の読みあいの姿からの絵本環境の重
要性への気づき
（10） 子ども、保育者両者にとっての絵本の価値への捉え直し
（11） 日常の保育を振り返り、絵本と子どもの接点を考え続け
ることの重要性への気づき
（12） 読み聞かせと子どもたちが自分で絵本を読むことの二つ
の方向性への気づき
（13） 子どもと絵本の出会いについて、保育における絵本の在
り方を再認識
（14） 子どもと絵本の出会いの機会への検討への気づき
（15） 絵本を通して親子の子育ての橋渡しをしていることにつ
いて、自分の保育観・大事に感じていることを再確認
（16） 保育者の読み聞かせ、個々で読む時間両方のよろこびを
育てていくことへの意欲の向上
（17） 乳児と絵本の接点についての保育士の在り方への捉え直し
5．環境構成について
（1）  環境構成の見直しへの意欲（2名）
（2）  絵本の環境設定の大切さ、その児一人ひとりをよく見る
事の大切さへの再確認
（3）  環境設定についいての具体的なアイデアへの気づき
（4）  絵本環境の見直し方（方法）の理解
（5）  置く位置や広さ、設定の場所など、見直す視点の明確化
（6）  空間的環境への見直しへの気づき
6．絵本から保育を考えることについて
（1）  絵本から保育を考えることの新鮮さへの気づき（2名）
（2）  保育における絵本の重要さへの気づき
（3）  多面的な捉え方への気づき
（4）  保育に向かう意欲の向上
7．異業種間連携について
（1）  栄養士と保育士との連携への気づき
（2）  保育士以外の専門職（看護師）への絵本環境の視点の提供
8．発達と絵本環境についての捉え直しについて
（1）  自分の保育や園全体でのねらいの見直しへの意欲の向上
（2）  保育環境の重要性への再認識
（3）  他クラスの保育への気づき
（4）  絵本活用の意思の明確化
9．自身の絵本観の捉え直しについて
（1）  絵本環境の大切さ、絵本選びの大切さへの気づき
（2）  絵本の奥深さへの気づき
（3）  子育て支援や保護者と絵本をつなぐ視点への気づき
（4）  自身の子育てに絵本を取り入れることへの振り返りと気
づき
（5）  絵本を楽しみたい気持ちの向上
（6）  絵本を楽しみたい気持ちの向上
（7）  絵本から生まれる仲間意識への気づき
（8）  乳児と絵本のつながりの重要性への気づき
（9）  自身の絵本の扱い方への再認識
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考察
本研究では、研修受講者のアンケートの記述から、各園
の環境構成の困難さを抽出し、また研修後の感想の整理か
ら「絵本」を媒介とした対話型による現象者研修の意義を
検討した。その結果、3点が明らかとなった。
1． 各園の困難さに見る保育者組織としての絵本観の共有
の必要性
困難さは課題解決として研修ニーズとなる一方で、保育
者集団の「絵本観」そのものであり、保育環境を構成する際
に個人及び組織の絵本観に依拠しているということでもあ
る。本研究では、「気にかけている」割合だけでなく、その
内実も各園で異なることを明らかとした。また、関心度の
高い園は、子どもの姿や絵本の関わり方→　把握→絵本の
選定→モニタリング（選定・取り易さ・季節・興味・発達・
保育への発展）の視点をもっていることも、サブグラフ検
出の結果から示唆された。しかし、すぐに環境構成の変化
につながっているかについては、「空間の狭さ」や「話し合
いの時間のなさ」により、制限がされており、環境構成の
「難しさ」の負の感情を生み出している。
2．環境構成の視点の多様性
園の困難さの多様性の結果から明らかとなったことは、
絵本環境を構成するフレーム（枠組み）が多様であること
である。環境構成の視点として、主として「子どもが手に
する環境（間接的環境構成）」と「読み聞かせの環境（直接的
環境構成）」の二つの方向性において、保育者は絵本環境を
とらえていることが明らかとなった。各園、各保育者でそ
のどちらに「難しさ」を感じているのかのバランスが異な
り、そのどちらかしかない園もある。
3． 「絵本」を共通メディアとして活用する対話型研修の可
能性
絵本を活用した対話型研修においては、保育士の困難さ
があるからこそ、各々の視点から各保育者が振り返り、
さらに保育者集団の対話の中で課題に新たな視点を与え、
肯定的なとらえ方へと変化したことが分析を通して示唆さ
れた。絵本を活用した研修における対話型アプローチの
効果は高いものの、今後は、「気にかけている」内容が各園
で異なることを考慮し、研修デザインを構成する工夫も必
要である。
また、研修後の感想の整理からは、①対話型アプローチ
による「話し合うこと」の重要性についての気づき、②絵本
の価値について再認識、③絵本選定の意義と可能性につい
ての気づき、④子どもと絵本をつなぐ保育士の役割につい
て再認識、⑤環境構成を「絵本」から見直すことの意欲の
高まりと具体的な方法の新たな視点への気づき、⑥絵本か
ら保育を考えることによる「保育に向かう」意欲の高まり、
⑦異業種間連携への気づき⑧発達と絵本環境についての
捉え直し⑨自身の絵本観の捉え直しの9つの意義が明ら
かとなった。絵本を通した対話型研修により、保育者間の
チームビルディングの高まりと異なる価値観（絵本観や保
育観）をもつ異質の他者の受容につながることについて、
今後さらなる知見を重ねたい。
おわりに
最後に、下記のように、養成時代の絵本への取り組みが
現職者になってからも影響を与えていることも明らかと
なった。「自分は学生時代に絵本のサークルに入り、学んで
きたので、絵本に関しては人一倍気にしていました。しか
し、現実では、どうしても常設することが難しく、学生時代
に学んでいたことはあまり実現できていないので、少しず
つ変えていきたいです。」（C園）
「自分自身、学生時代にゼミナールの一つとして絵本研
究をしていました。その延長で現場に入り、子ども達が
日々の生活の中で絵本を大切そうに読んでいたり、絵本の
一つでも様々な表情、やりとりをみせてくれるため、絵本
が子どもにどのような影響を与えるのか、また、より身近
なものに感じてほしいと思い、環境設定を試みています。」
（B園）
これらの保育者の感想からは、養成時代の「絵本」との
出会い方がその後の環境構成技術に影響していることがわ
かる。養成時代に「絵本観」を育み、子どもと絵本をつなぐ
役割として意識を持ち続けるための土壌を養っておくこと
が重要であろう。つまり、子どもと絵本の文化接触の質を
高めるための環境構成技術の向上は、養成時代にその土壌
の形成が求められるといえよう。養成と現職者教育におけ
る「絵本」を媒介にした力量形成について、さらなる検討が
求められる。
附記
本研究は絵本学会2016年発表「保育所における絵本環
境を捉える視点と困り感 －現職者研修の取り組みから－」
の一部を修正したものである。
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The Way of Training of Incumbent Who Fosters a Viewpoint to  
Capture the Picture Book Environment at Nursery School:  
Text Mining Analysis of Interactive Training Participants 
Keiko YANO
School of Social Welfare, Tokyo University of Social Welfare (Ikebukuro Campus), 
2-47-8 Minami-ikebukuro,Toshima-ku 171-0022,Tokyo 
Abstract : In this study, four childcare centers carried out the training program, “Reexamine the educational environment 
surrounding picture books”, for current staff members.  I collected data with a questionnaire and evaluated them by the 
text mining analysis method. The focus of this study was on the way to view the environment surrounding picture books 
and the helplessness they were feeling.  As a result, I highlighted the value of interactive training using picture books for 
current employees from three aspects: (1) The need for a childcare organization to share a common view on picture books, 
(2) The diversity of views on the environmental composition, and (3) The practicability of reciprocal training using picture 
books as common media.
（Reprint request should be sent to Keiko Yano）
Key words :  Educational environment surrounding picture books, Perceptions of difficulties,   
Views on the environmental composition, On the job training program at nursery school

